
2001年 出土の木簡

愛
知
・志
賀
公
園
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
名
古
屋
市
北
区
中
九
町
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
―

一
九
九
九
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
本ヽ
井
宏
幸

・
小
川
芳
範
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
１
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

志
賀
公
園
遺
跡
は
、
名
古
屋
市
の
東
北
部
か
ら
東
南
部
に
む
け
て
流
れ
る
庄

内
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る
矢
田

川
の
合
流
地
点
か
ら
南

へ
約

二
ｋｍ
、
矢
田
川
の
左
岸
に
形
成

さ
れ
た
沖
積
地
に
立
地
し
、
標

高
は
現
況
で
五
ｍ
前
後
で
あ
る
。

ｐ

弥
生
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か

立口則
け
て
の複
合
遺
跡
で
あ
る
。

納

　

木
簡
の
出
土
し
た
流
路
九
八

Ｋ
区

Ｎ
Ｒ
〇
七
は
、
古
墳
時

代
後
期
、
古
代
下
層

（岩
崎

一
七
号
窯
式
期
）、
古
代
上
層

命
石
崎
四
一
号
窯
式

期
）
の
三
層
か
ら
な
り
、
こ
の
う
ち
、
木
簡
の
出
土
し
た
層
位
は
古
代
上
層
で

あ
る
。
木
簡
以
外
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
墨
書
土
器
が
古
代
上
層
か
ら

一
点

（須
恵
器
杯
Ａ
）
出
土
し
て
い
る
。
古
代
の
上
下
層
か
ら
出
土
し
た
木
製
品
に

は
祭
祀
具
が
多
数
含
ま
れ
、
こ
の
付
近
で
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。
但
し
、
上

・
下
層
で
は
遺
物
の
組
成
が
異
な
る
。
上
層
で
は
斎
串
と
馬
形

に
限
ら
れ
る
の
に
対
し
、
下
層
で
は
斎
串

。
舟
形

。
木
錘
形
な
ど
が
出
土
す
る
。

又
、
豊
富
に
出
土
す
る
須
恵
器
も
、
上
層
で
は
有
台
杯

（杯
Ｂ
）
が
出
土
す
る

が
、
下
層
に
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
遺
物
群
の
変
化
の
要
因
に
は
、
古
墳

時
代
以
来
の
祭
祀
か
ら
律
令
的
な
祭
祀
へ
の
移
行
が
考
え
ら
れ
る
。

古
代
尾
張
国
に
お
け
る
官
衛
相
当
施
設
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
志
賀

公
園
遺
跡
は
、
出
土
遺
物
か
ら
み
て
、
庄
内
川
と
矢
田
川
の
合
流
地
点
に
近
接

す
る
、
官
行
的
施
設
を
備
え
た
河
川
交
通
の
要
所
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔人
力
〕

①

　

「
□
麿
　
□
□
□

□
□
□
秦
人
　
　
　
　
　
（∞こ

遜
凝
ω
寓
Ｐ

②
　
　
＜
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞じ

遜
泉
『
寓
∞

（刻
書
）

⑪
　
・
ヨ
六
束
』

奈
女
□
首
□
□

Ｌ

□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＰＵ

Ｘ
こ

添

ｏ欝



④

　

「
五
束

　

〔依
と

望

と

□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐじ

憂
Ｓ
添

ｏ曽

（
∞
］
）
×
卜
ｏ
×
∞
　
ｏ
Ｐ
Φ

０

　

□
□
□
刀
□
□
□
□
弥
斗
…
□
年
口
□
□
□
□
□

含

ト
ト
＋

岸
卜
じ

×
Ｓ
じ

×
∞

ｏ
盟

ω
は
、
下
端
が
折
損
し
、
他
は
、
左
辺
の
上
部
を
除
い
て
原
形
を
と
ど
め
る
。

上
端
部
の
方
が
厚
く
、
下
端
に
い
く
に
従

っ
て
薄
く
削

っ
て
い
る
。
墨
痕
は

一
。
三

。
四
文
字
目
の
一
部
し
か
残
存
し
て
お
ら
ず
、
埋
没
過
程
で
他
の
部
分

の
墨
痕
は
消
失
し
、
表
面
の
凹
凸
お
よ
び
墨
痕
部
分
が
白
く
抜
け
て
い
る
こ
と

に
よ
り
文
字
と
し
て
認
識
で
き
る
。
内
容
は
、
人
名
と
思
わ
れ
る
記
載
が
並
び
、

歴
名
の
様
な
木
簡
の
可
能
性
が
あ
る
。
「麻
呂
」
は
、
他
の
文
字
と
の
位
置
関
係

お
よ
び
大
き
さ
か
ら
判
断
し
て
、　
一
文
字
分
の
大
き
さ
で
書
か
れ
て
い
る
。

「秦
人
」
の
人
名
は
名
古
屋
市
小
幡
廃
寺
出
上
の
刻
書
瓦
に
類
例
が
あ
る
。

②
は
、
形
代
の
可
能
性
が
あ
る
。
上
端
左
右
に
エ
グ
リ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

切
り
込
み
が
あ
り
、
表
面
は
丁
寧
に
調
整
す
る
が
、
一暴
面
は
割

っ
た
ま
ま
で
未

調
整
で
あ
る
。
上
下
端
は
欠
損
す
る
。
左
右
辺
は
ケ
ズ
リ
に
よ
る
原
形
を
と
ど

め
て
い
る
が
、
左
側
の
整
形
か
ら
、
馬
形
ま
た
は
刀
形
の
可
能
性
が
あ
る
。
墨

痕
は
上
端
の
エ
グ
リ
の
直
下
に
か
す
か
に
残
る
の
み
で
、
文
字
か
否
か
は
不
明

で
あ
る
。

①
は
、
便
宜
上
判
読
可
能
文
字
の
多
い
方
を
表
と
す
る
。
上
端
と
右
辺
の
大

部
分
が
原
形
を
と
ど
め
、
左
辺
と
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
上
端
は
表
裏
か
ら

刃
物
を
入
れ
て
折
り
取
っ
て
い
る
。
表
面

一
。
二
文
字
目
は
鋭
い
刃
物
状
の
も

の
で
文
字
を
刻
ん
で
い
る
。
刻
書
と
上
端
整
形
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、

刻
書
後
に
折
り
取
ら
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
内
容
は
、　
一
文
字
目
が
コ
企

だ
と
す
る
と
、
稲
の
量
を
記
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
「奈
女
口
首
」
は
人
名
の

可
能
性
が
あ
る
。

④
は
、
上
端
、
左
辺
が
原
形
を
と
ど
め
、
右
辺
、
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。

上
端
は
表
裏
か
ら
刃
物
を
入
れ
て
折
り
取

っ
て
い
る
が
、
表
は

一
度
刃
物
を
入

れ
て
か
ら
、
位
置
を
変
え
て
再
び
入
れ
直
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
内
容
は
不
明
で

あ
る
が
、
稲
の
量
を
記
し
て
い
る
。
二
行
目
の
一
文
字
目
は
「依
」
の
可
能
性
が

あ
る
が
、
現
状
で
縦
画
が

一
本
不
足
し
、
や
や
不
審
。
四
文
字
目
が
「里
」
で
、

地
名
を
示
す
と
す
る
と
、
郡
郷
名
の
二
字
嘉
字
表
記
が
指
示
さ
れ
た
和
銅
六
年

（七
一
三
）
以
前
の
本
簡
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
０
と
い
は
近
接
し

て
出
土
し
、
似
た
材
を
用
い
て
い
る
。

⑬
は
、
下
端
、
左
辺
、
右
辺
下
半
が
原
形
を
と
ど
め
、
上
端
は
文
字
を
書
い

た
後
、
二
次
的
に
表
か
ら
刃
物
を
入
れ
て
切
断
し
て
い
る
。

０
は
、
大
断
片
に
分
離
し
、
上
半
四
片
と
下
半
二
片
は
接
合
す
る
が
、
上
半

と
下
半
は
直
接
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
上
半
の
右
辺
は
原
形
を
と
ど
め
、
上
端

は
文
字
を
書
い
た
後
、
二
次
的
に
表
裏
か
ら
刃
物
を
入
れ
て
切
断
し
て
い
る
。

な
お
、
上
半
部
と
下
半
部
の
上
下
の
判
断
は
、
こ
の
二
次
的
切
断
の
上
に
は
断

(5)

用目目
と日□
留:□上



2001年 出上の木簡

片
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
上
半
部
で
は
左

側

一
部
を
欠
損
す
る
ほ
か
は
、
ほ
ぼ

一
行
全
体
が
残
り
、
下
半
部
で
は
右
側
半

分
を
欠
損
す
る
。
三
文
字
日
は
「秦
」
ま
た
は
「奈
」
、
五
文
字
目
は
リ
ッ
ト
ウ
が

残
り
、
「別
」
ま
た
は
「利
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
下
半
部
に
は
「年
」
の
文
字
が
み

え
る
が
、
そ
の
上
下
は
数
字
で
は
な
い
。

以
上
六
点
の
木
簡
の
内
容
を
通
覧
す
る
と
、
人
名
と
思
わ
れ
る
記
載
の
あ
る

も
の
に
ω
Ｏ
の
二
点
が
あ
り
、
稲
東
に
関
す
る
記
載
の
あ
る
も
の
に
③
⑭
の
二

点
、
地
名
の
記
載
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
い
の
一
点
が
あ
る
。
な
お
、
②
は

形
代
の
可
能
性
が
高
い
。
内
容
の
推
測
で
き
る
木
簡
か
ら
考
え
る
と
、
人
員
、

稲
束
の
管
理
に
関
わ
っ
て
作
成
さ
れ
た
木
簡
群
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
作
成

主
体
と
し
て
は
官
衡
が

一
つ
の
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
釈
文
は
志
賀
公
園
遺
跡
木
簡
検
討
会

（清
田
善
樹
・
玉
井
力
・
福
岡
猛

士∵

和
田
率

・
古
尾
谷
）
に
お
け
る
検
討
お
よ
び
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
踏
ま

え
、
古
尾
谷
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
内
容
は
軍
心
賀
公
園

遺
跡
』
（後
掲
）
一
六
七
―

一
七
四
頁
の
記
述
に
基
づ
く
。

９
　
関
係
文
献

⑫
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
冨
心
賀

公
園
遺
跡
』
０
一〇
〇
一
年
）

（１
１
７
　
永
井
宏
幸
、
８
　
古
尾
谷
知
浩

〈名
古
屋
大
学
》

‐




